
「JSCE2020プロジェクトと
その実行性確保のための体制整備・予算措置等

に関する基本方針（案）」について
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企画委員会



１.これまでの経緯
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2018年9月理事会；JSCE2020策定方針の議論

① 予算措置、体制の構築、②重点課題の絞込み、③ 中期重点目標との関連付
け、④ 評価・運用システムの再検討、⑤ ボトムアップ型プロセスと広報の充実

2018年11月正副会長会議；制度設計WGの設置

（企画部門・総務部門、財務・経理部門、調査研究部門）

2018年12月、2019年1月；部門ヒアリング・支部ヒアリング

（JSCE2020プロジェクト候補の調査）

「JSCE2020プロジェクトとその実行性確保のための

体制整備・予算措置等に関する基本方針（案）」 （資料１参照）



社会と土木の100年ビジョン
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20～30年後のJSCE2020中期重点目標（安全、国際、情報、人材）
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JSCE2020では目標達成のために行うべきことをプロジェクトとして
直結させ、その実行性を確保するための制度設計を図る。



３. JSCE2020プロジェクトとその実行性確保のための
体制整備・予算措置等に関する基本方針（案）
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（1）JSCE2020プロジェクト

「JSCE2020中期重点目標」を達成するために、2020～

2024年の5年間に学会全体として重点的に取り組むプロ

ジェクトであり、学会内外に広く周知するものである。

＜要 件＞

① 中期重点目標の達成に貢献できる。
② 社会への情報発信、社会実装、社会貢献につながるアウトプットを生む。
③ 分野横断型であることが望ましく、本部、支部、分会等が連携する取組み
を重視する。

④ 通常の予算の範囲、体制では実施しにくい。
⑤ 着手時点で実現可能性、実行性がある。



４. JSCE2020プロジ確保のための
体制整備・予算措置等に関する基本方針（案）
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（2）プロジェクトの選定プロセス

・企画委員会が学会内（本部部門よび支部）に対して、
今後学会全体として取り組むべき項目について随時ヒ
アリングを行い、企画委員会がプロジェクトの候補を選
定する。その後、プロジェクトリーダー候補と企画委員
会の議論により、プロジェクトの具体的内容、実施体制、
必要予算などを決定し、最終的には理事会が承認する。

・プロジェクトの数は、3～5テーマ程度／年を想定する。
ただし、JSCE2020開始時に5か年のプロジェクトがすべ
て決まっている必要はなく、計画期間中に必要に応じ
て追加できるようにする。

4. JSCE2020プロジェクトとその実行性確保のための
体制整備・予算措置等に関する基本方針（案）



４. JSCE2020プロジェクトの概要
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（3）プロジェクトの実施体制、予算規模

・プロジェクトの確実な実施のため、プロジェクトリーダー
を置き、学会内の横断的組織としてプロジェクトチーム
を組織する（メンバーはプロジェクトリーダーが指名す
る）。その中に組織した幹事団が運営を担当し、学会事
務局職員がサポートする。

・1つのプロジェクトに最大300万円程度、合計年間1,000
万円程度の予算措置を想定する。

・予算の繰越しが可能な仕組みを整備する。

5. JSCE2020プロジェクトとその実行性確保のための
体制整備・予算措置等に関する基本方針（案）



４. JSCE2020プロジェクトの概要
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（4）プロジェクトの評価方法

・プロジェクトの活動評価は、プロジェクトリーダーによる
1年間の活動報告（報告会開催等を含む）に基づき実
施する。評価体制は、企画委員会を中心に別途設置
する。

・プロジェクトの活動期間は3年程度とするが、最大5年
まで可能とする。ただし、3年を超えるプロジェクトに関
しては3年経過時に取組み状況や成果について中間評
価を行い、その後の活動継続の可否を判断する。

6. JSCE2020プロジェクトとその実行性確保のための
体制整備・予算措置等に関する基本方針（案）



7. JSCE2020プロジェクトの候補案
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プロジェクト１：
減災社会システムの実現に向けた研究と学会内外
の横断的体制の確立

プロジェクト２：
インフラメンテナンスの確実な実施のための教材開
発と自治体支援

プロジェクト３：
土木学会におけるダイバーシティ推進と土木技術者
交流プラットフォームの構築

プロジェクト４：
土木映像ライブラリーの再構築と世界への発信



2018.9.21 平成30年度第2回理事会 「JSCE2020策定に向けて」策定方針の承認

2018.11.16 正副会長会議 「制度設計WG」設置の承認

2018.12.10 部門ヒアリング （企画委員会）

2019.1.17 支部ヒアリング （企画委員会）

2019.3.15 平成30年度第5回理事会
「JSCE2020プロジェクトとその実行性確保のための体制
整備・予算措置等に関する基本方針（案）」の承認

2019.5.10 平成30年度第6回理事会
「JSCE2020中期重点目標とそのパブリックコメメント
実施」の承認

2019.5.13～6.14 パブリックコメントの実施 （企画委員会）

2019.7.5 2019年度第1回理事会
「パブリックコメントを反映した中期重点目標」の承認
「JSCE2020プロジェクト」の承認

2019.9.12 2019年度第2回理事会
「2020事業計画・予算の基本方針」の中でJSCE2020の
予算を承認

2019.11.22 2019年度第3回理事会 「JSCE2020プロジェクト実施計画、評価方法」の承認

2020.3.13 2019年度第5回理事会 「JSCE2020承認」

2020.5.8 2019年度第6回理事会 「リーフレット」報告

2020.6.12 定時総会 リーフレット配布・JSCE2020のお披露目

８.今後のスケジュール
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